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特集

■基肄城築造1350年 基
き

肄
い

城
じょう

を知る⑫
―絵画資料にみる基肄城― ３

健康・福祉

■国民健康保険�限度額適用認定証(更新のお知らせ ７

■国民健康保険�高齢受給者証(更新のお知らせ ７

■特定健診後の特定保健指導を実施しています
〜資料をお届けしています〜 ７

■今月の料理「男性の料理教室」より 16

講座・イベント

■基肄城築造1350年記念事業
基肄城コン開催のお知らせ ５

■親子でふれあいクッキング
｢親と子の料理教室」に参加しませんか ６

■｢ヘルスメイト養成講座」受講生募集 ６

■きのくに祭り こども将棋大会 12

■第35回まぁまぽけっと基山公演 12

■危険物取扱者の保安講習 13

■司法書士による無料法律相談 13

募集

■SGK（すごか）人材の募集について ９

■男女共同参画 川柳コンテスト 作品募集 11

■会員募集【アイパッドオーケストラ】 12

■職員採用試験【佐賀県競馬組合】 12

こどもたちの話題

■人権教室が開催されました〈若基小学校〉 12

まちの話題

■第19回佐賀県さわやか
スポーツ・レクリエーション祭 13

■佐賀県食生活改善推進協議会名誉会員表彰 13

■基山町老人クラブ連合会
第１回グラウンドゴルフ大会 14

■基山ジュニアソフトテニスクラブ女子第３位
〜JA杯第30回佐賀新聞学童
オリンピックソフトテニス大会〜 14

■第７回ドカベン香川杯基山中学校野球部第３位 14

■基山町老人クラブ連合会園児と花の植替え 14

■トリカイ人づくり応援基金助成金贈呈式 15

■第17区自治会安全防犯パトロール活動 15

■JICAボランティア派遣 村山愛さんが町長を訪問 15

一般

■文化遺産を活かした地域活性化事業、開始！ ５

■寄贈ありがとうございました ６

■基山町の面積が変わりました ７

■第１回基山町まち・ひと・しごと創生推進会議を開催します ９

■｢ごみ」から「財源確保」を!!
資源物回収ステーションをご活用ください 10

■生ごみ再生肥料 無料配布のお知らせ 10

■きのくに祭り コミュニティバスは全線運行します！10

■ふるさと応援寄附
お礼の品の提供物品に関する説明会のお知らせ 11

■不要図書リサイクルのお知らせ 12

■寄附ありがとうございました 15

■としょかんだより 16

基山町イメージキャラクター
「きやまん」

【表紙内容】

６月29日（月）、けやき台入口交

差点近くの田んぼで若基小学校

５年生が田植え体験学習を行い

ました。最初は泥の感触に戸

惑っていましたが、だんだんと

慣れて、楽しみながら植えるこ

とができました。

第５回古代山城サミット基山大会

基肄城築造1350年記念 関連事業一覧 ４

年金情報流出を口実にした犯罪にご注意ください！ ８

平成28年４月に採用する基山町職員を募集します ９
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基
山
に
は
、
江
戸
時
代
の
基
山
の

地
理
を
知
り
得
る
資
料
と
し
て
現
在

の
地
図
に
匹
敵
す
る
絵
図
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
回
取
り
上
げ
る
資
料
は
、
そ
の

ひ
と
つ
、
基
肄
城
に
特
化
し
て
描
か

れ
た
資
料
で
、
文
化
９
︵
１
８
１
２
︶

年
の
写
し
と
し
て
知
ら
れ
る
、
﹃
椽き

之の

城
じ
ょ
う

太

宰

府

舊
き
ゅ
う

蹟せ
き

全

図

南

︵
以
下
﹁
南
図
﹂
と
記
載
︶
﹄
で
す
。

こ
の
絵
図
に
は
﹃
大
野
城

太
宰
府

舊
蹟
全
図

北
﹄
が
存
在
し
、
南
北

両
図
を
合
わ
せ
て
、
絵
図
名
称
が
示

す
よ
う
に
﹁
大
宰
府
﹂
に
関
わ
る
旧

蹟
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
基
肄
城
が

描
か
れ
て
い
る
﹁
南
図
﹂
に
は
、
基

肄
城
跡
の
土
塁
・
石
塁
線
が
描
か
れ
、

そ
の
中
に
水
門
や
礎
石
と
と
も
に
、

当
時
呼
称
さ
れ
て
い
た
地
名
な
ど
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

描
か
れ
て
い
る
土
塁
・
石
塁
線
を

見
る
と
、
昭
和
23
年
に
撮
影
さ
れ
た

航
空
写
真
か
ら
復
原
さ
れ
る
土
塁
・

石
塁
線
に
極
め
て
近
い
形
で
描
か
れ

て
お
り
、
当
時
の
描
写
力
の
高
さ
を

改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
﹁
南
図
﹂
の
中
に
は
、
気
に

な
る
地
名
が
い
く
つ
か
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
全
て
を
記
す
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
、
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
２
箇
所
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ

う
︵
詳
細
は
、﹃
基
山
町
史

資
料
編
﹄

を
ご
覧
く
だ
さ
い
︶
。

●
｢
北
ノ
御
門
﹂

今
は
、﹁
北
帝
門
﹂
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
箇
所
に
、
こ
の
絵
図
で
は
﹁
北

ノ
御
門
﹂
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
基

肄
城
の
北
の
門
、
い
わ
ば
大
宰
府
か

ら
入
る
た
め
の
正
門
に
あ
た
る
も
の

と
考
え
ら
れ
、
江
戸
時
代
の
描
写
者

の
認
識
で
﹁
北
ノ
御
門
﹂
と
呼
称
し

て
い
た
も
の
で
す
。
読
み
か
ら
考
え

る
と
﹁
き
た
の
ご
も
ん
﹂﹁
き
た
の
み

か
ど
﹂
の
両
者
が
あ
っ
た
と
想
定
で

き
、
後
者
の
読
み
に
対
す
る
当
て
字

が
﹁
御み

門か
ど

﹂
か
ら
﹁
帝み

門か
ど

﹂
に
変
化

し
た
の
で
し
ょ
う
。
地
名
は
、
読
み

が
優
先
さ
れ
、
そ
こ
に
当
て
ら
れ
る

字
は
、
そ
の
時
々

に
よ
っ
て
変
化
し

て
い
る
一
例
と
言

え
ま
す
。

●
｢
塔と
う

ノの

礎そ

也な
り

﹂

も

う

ひ

と

つ
、

﹁
南

図
﹂
の

北

西

域
に
﹁
塔
ノ
礎
也

シ

ン

柱
ば
し
ら

穴あ
な

旦あ

リ

壱

尺

八

寸
﹂

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
肄
城
か
ら

は
、
奈
良
時
代
後
半
の
食
器
︵
須す

恵え

器き

の
蓋
︶
に
﹁
山
寺
﹂
と
墨
書
し
た

も
の
も
出
土
し
て
お
り
、
南
の
護
り

で
あ
る
基
肄
城
に
も
寺
院
が
あ
っ
た

こ
と
を
伺
わ
せ
ま
す
。

奈
良
時
代
後
半
の
社
会
情
勢
は
、

白
村
江
の
戦
い
に
勝
っ
た
新
羅
が
再

び
日
本
に
攻
め
て
く
る
と
い
う
噂
や
、

唐
の
皇
帝
へ
の
拝は

い

謁え
つ

席
次
に
端
を
発

し
た
新
羅
と
の
確か

く

執し
つ

か
ら
、
新
羅
の

国
王
を
呪じ

ゅ

詛そ

︵
呪
い
殺
す
︶
す
る
た

め
四し

王お
う

院い
ん

を
築
く
と
い
う
事
態
が
生

じ
て
い
ま
し
た
。

基
肄
城
跡
で
は
、
現
状
で
絵
図
に

あ
る
位
置
に
、
こ
の
記
載
に
匹
敵
す

る
礎
石
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

絵
図
が
描
か
れ
た
と
き
か
ら
、
城
内

で
植
林
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
地

形
を
大
き
く
改
変
す
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
今
後
見
つ
か
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

※
問
合
せ
先

教
育
学
習
課

ふ
る
さ
と
歴
史
係

電
話
９
２
︱
２
２
０
０

基
肄
城
築
造
１
３
５
０
年

基き

肄い

城
じ
ょ
う

を
知
る
⑫

︱
絵
画
資
料
に
み
る
基
肄
城
︱

昭和23年撮影の航空写真

椽
き

之
の

城
じょう

太宰府舊
きゅう

蹟
せき

全図 南

(福岡市博物館所蔵 ※抽出・改変)
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第
５
回

古
代
山
城
サ
ミ
ッ
ト

基
山
大
会

基
肄
城
築
造
１
３
５
０
年
記
念
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
第
５
回 

古
代
山
城
サ
ミ
ッ
ト 

基
山
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

古
代
山
城
サ
ミ
ッ
ト
と
は
、
古
代
山
城
が
所
在
す
る
西
日
本

の
各
自
治
体
首
長
や
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
意
見
交
換
・

情
報
交
換
な
ど
を
行
い
、
自
治
体
間
や
地
域
住
民
の
交
流
を

図
る
こ
と
で
、
古
代
山
城
を
中
心
と
す
る
貴
重
な
歴
史
遺
産
・

文
化
遺
産
の
保
存
継
承
や
文
化
財
を
活
か
し
た
地
域
お
こ
し
、

ま
ち
づ
く
り
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

１日目：１０月２日（金）午後

基肄城跡等見学会、
自治体首長会議など

※自治体関係者対象です。

２日目：１０月３日（土）午前

式 典
「第５回古代山城サミット基山大会」

（場所：基山町民会館）

地元伝統芸能である荒穂神社の御
神幸祭の災払い・獅子舞の披露、
文化庁調査官による記念講演、基
山町立小中学校児童生徒による合
同創作劇などを予定しています。

※どなたでも観覧可能です。
　お気軽にお越しください。

【開催日程】

基
肄
城
築
造
１
３
５
０
年
を
記
念
し
て
、
左
表
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
も

計
画
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
随
時
、
広
報
き
や
ま
や
基
山

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

開催日程 イベント名称 概　　要

８月９日（日）

９月３日（木）

９月２０日（日）

９月２６日（土）

９月２７日（日）

９月２７日（日）

１０月２日（金）
～３日（土）

基山サマーカップ

基肄城コン

出張！なんでも鑑定団
in基山

「キャンドルナイト
　　　　　　 inきやま」

第５回古代山城サミット
記念式典

平成２７年度基山町主催事業

「霧島の花嫁」基山公演

基山町のストライダーチーム「まめっこライダー
ズ」が主催する、ストライダー（ランニングバイ
ク）大会が開催されます。

基山町出身の女優西山水木さんが出演する、舞台
「霧島の花嫁」の基山公演を行います。

テレビ東京「開運！なんでも鑑定団」の出張鑑定
を開催します。  

200本のキャンドル灯りのもと和やかな雰囲気
のイベントを実施します。

独身男女を対象とした婚活事業として、史跡巡
りや懇親会、婚活セミナーを開催します。

基山山頂で草スキー大会を開催します。

古代山城が所在する西日本の各自治体首長や関
係者が一堂に会するサミットを開催します。ま
た、３日（土）には基山町商工会による、麺フェ
スタなどのイベントも計画されています。

き ざん

草守基肄大会
くさ す  き  い

※問合せ先　教育学習課　ふるさと歴史係　電話９２－２２００
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基
山
町
文
化
遺
産
活
用
推
進
実
行
委
員
会
で
は
︑
基き

山や
ま

特
有
の
文

化
遺
産
︵
後
世
に
伝
え
た
い
・
残
し
た
い
モ
ノ
や
コ
ト
︶
を
活
用
し
︑

地
域
活
性
化
へ
つ
な
げ
る
事
業
を
開
始
し
ま
す
︒

文
化
遺
産
を
知
る
︑
伝
え
る
︑
活
か
す
と
い
う
大
き
く
３
つ
の
事

業
を
行
い
ま
す
︒
具
体
的
に
は
︑
文
化
遺
産
情
報
の
整
理
と
普
及
︑

民
俗
芸
能
の
伝
承
︑
文
化
遺
産
ガ
イ
ド
の
養
成
や
御
神
幸
祭
を
題
材

と
し
た
漫
画
本
の
制
作
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
︒

ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

教
育
学
習
課

ふ
る
さ
と
歴
史
係

電
話
９
２
︱
２
２
０
０

文
化
遺
産
を
活
か
し
た

地
域
活
性
化
事
業
︑
開
始
！

基
肄
城
築
造
１
３
５
０
年
記
念
事
業

開
催
の
お
知
ら
せ

基
肄
城
築
造
１
３
５
０
年
記
念
事
業
と
し

て
『
基
肄
城
コ
ン
』
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
町
内
に
あ
る
国
の
特

別
史
跡
基
肄
城
跡
に
関
連
す
る
史
跡
や
、

恋
人
の
聖
地
で
あ
る
大
興
善
寺
を
巡
り
、

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
、
住
職
の
講
話
や
懇

親
会
を
通
じ
て
、
参
加
者
の
出
会
い
の
き
っ

か
け
作
り
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

魅
力
あ
る
こ
の
町
で
出
会
い
の
き
っ
か
け

作
り
に
参
加
さ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

９
月　

日
（
日
）
午
前　

時
か
ら

　
対　

象　

男
性
は　

歳
か
ら　

歳
位
ま
で

　
　
　
　

女
性
は
相
応
の
方

参
加
費　

４
，
０
０
０
円

　
　
　
　

（
大
興
善
寺
入
園
料
・
食
事
代
）

27

10

※

当
日
は
歩
き
や
す
い
靴
や
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※

参
加
者
個
人
で
お
支
払
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

47

25

参加希望の方は、事前に申込みが必要です。申込

用紙に記入後、メール、ＦＡＸ又は郵便で８月３

日（月）から２８日（金）までにお申し込みください。

なお、定員になり次第締め切らせていただきます。

申込用紙は総務企画課や基山町ホームページから

取得できます。参加決定者については、こちらか

ら改めてご連絡をさせていただきます。

申込み・問合せ先

総務企画課

〒８４１―０２０４  基山町大字宮浦６６６番地

電話９２―７９１５   ＦＡＸ９２―２０８４

メールgyosei-2@town.kiyama.lg.jp

基山町ホームページ

http://www.town.kiyama.lg.jp

文化遺産ガイド勉強会の様子
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基
山
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

で
は
︑﹁
親
と
子
の
料
理
教
室
﹂
を
開

催
し
ま
す
︒

私
た
ち
は
︑
食
べ
物
無
し
で
は
生

き
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
︒
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
︑
自
分
に
合

う
食
べ
物
選
び
︑
料
理
作
り
や
食
事

の
マ
ナ
ー
︑
食
べ
物
へ
の
感
謝
な
ど
︑

健
全
な
﹁
食
﹂
に
触
れ
る
機
会
が
望

ま
れ
ま
す
︒

子
ど
も
の
頃
に
経
験
し
た
こ
と
は
︑

ず
っ
と
忘
れ
な
い
も
の
で
す
︒
こ
の

機
会
に
親
子
で
料
理
作
り
の
楽
し
さ

を
体
験
し
︑
食
事
の
大
切
さ
を
見
直

し
て
み
ま
せ
ん
か
！

皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
︒

▽
日
時

８
月
９
日
︵
日
︶

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

(午
前
９
時
受
付
開
始
︶

▽
場
所

基
山
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象

町
内
在
住
の
小
学
生
と

そ
の
保
護
者

▽
定
員

15
組

︵
定
員
に
な
り
次
第
締
切
︶

▽
内
容

講
話
︑
調
理
実
習

▽
参
加
費

１
人
１
０
０
円

▽
持
参
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
︑

三
角
巾
︑
筆
記
用
具
な
ど

▽
そ
の
他

兄
弟
も
一
緒
に
参
加
で

き
ま
す
︒
申
込
み
時
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
︒

※
申
込
み
・
問
合
せ
先

基
山
町
保
健
セ
ン
タ
ー

電
話
９
２
︱
２
０
４
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
２
︱
２
１
４
８

親
子
で
ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ
﹁
親
と
子
の
料
理
教
室
﹂
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

親
子
で
ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ
﹁
親
と
子
の
料
理
教
室
﹂
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

町
で
は
﹁
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
養
成
講

座
﹂
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
︒

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
︵
食
生
活
改
善
推

進
員
︶
と
は
︑
町
民
の
皆
さ
ん
へ
食

生
活
を
通
し
て
の
健
康
作
り
を
広
め

る
食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
す
︒

養
成
講
座
で
は
﹃
私
た
ち
の
健
康

は
私
た
ち
の
手
で
﹄
を
モ
ッ
ト
ー
に
︑

調
理
実
習
を
中
心
に
健
康
作
り
に
つ

い
て
色
々
な
角
度
か
ら
学
習
し
ま
す
︒

あ
な
た
も
健
康
作
り
の
輪
を
一
緒

に
広
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
︒

▽
場
所

基
山
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象

町
内
在
住
の
方

▽
定
員

15
名

▽
受
講
料

無
料

▽
申
込
締
切

８
月
21
日
︵
金
︶

※
申
込
み
・
問
合
せ
先

基
山
町
保
健
セ
ン
タ
ー

電
話
９
２
︱
２
０
４
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
２
︱
２
１
４
８

｢
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
養
成
講
座
﹂
受
講
生
募
集

｢
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
養
成
講
座
﹂
受
講
生
募
集

６
月
17
日
︵
水
︶︑
き
や
ま
ガ
ス
株

式
会
社
︵
代
表
取
締
役
社
長
熊
谷
嘉

満
︶
様
か
ら
創
立
41
周
年
を
記
念
に
︑

地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
ガ
ス
コ
ン

ロ
及
び
オ
ー
ブ
ン
７
組
を
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
︒
料
理
教
室
︑
食

育
活
動
等
に
幅
広
く
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
︒

寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

回 日程 研修内容 調理実習

1
８月27日

(木)
開講式 簡単な朝食

2
９月17日

(木)
生活習慣病
予防について①

生活習慣病
予防の食事①

3
10月22日

(木)
生活習慣病
予防について②

生活習慣病
予防の食事②

4
11月19日

(木)
食生活の現状と
課題について

簡単♪おせち料理

5
平成28年
２月４日

(木)
修了式

課題献立の
調理実習

平成27年度「ヘルスメイト養成講座」日程（予定）
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国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
︑
現

在
﹁
限
度
額
適
用
認
定
証
﹂
又
は
﹁
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
﹂
を
お
持
ち
の
方
は
︑
認
定
証
の

有
効
期
限
が
７
月
31
日
と
な
っ
て
い

ま
す
︒
８
月
以
降
も
認
定
証
が
必
要

な
方
は
︑
更
新
の
手
続
を
し
て
く
だ

さ
い
︒

◎
限
度
額
適
用
認
定
証
と
は

入
院
治
療
や
高
額
な
外
来
診
療
を

受
け
る
際
に
︑
限
度
額
適
用
認
定
証

を
医
療
機
関
の
窓
口
へ
提
示
す
る
こ

と
で
︑
所
得
区
分
に
応
じ
た
負
担
額

ま
で
の
支
払
い
に
な
り
ま
す
︒
認
定

証
は
︑
申
請
し
た
月
の
初
日
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
︒
国
民
健
康
保
険
税
に

滞
納
が
あ
る
と
認
定
証
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
︒
ま
た
︑

世
帯
員
に
転
入
や
未
申
告
等
に
よ
る

所
得
不
明
の
方
が
い
る
場
合
︑
申
告

等
の
手
続
が
必
要
で
す
︒

▽
申
請
期
間

７
月
27
日
︵
月
︶
～

８
月
31
日
︵
月
︶

▽
持
参
す
る
も
の

国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
︑
印
鑑

※
申
請
・
問
合
せ
先

住
民
生
活
課

保
険
年
金
係

電
話
９
２
︱
７
９
３
４

国
民
健
康
保
険
�
限
度
額
適
用
認
定
証
�
更
新
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
�
限
度
額
適
用
認
定
証
�
更
新
の
お
知
ら
せ

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民
健
康

保
険
加
入
者
に
交
付
し
て
い
る
﹁
高

齢
受
給
者
証
﹂
の
有
効
期
限
は
︑
７

月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
︒
新
し
い

高
齢
受
給
者
証
は
︑
７
月
下
旬
に
郵

送
交
付
し
ま
す
︒

高
齢
受
給
者
証
に
は
︑
一
部
負
担

金
の
割
合
を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
︑

医
療
機
関
な
ど
を
受
診
す
る
と
き
は

保
険
証
と
一
緒
に
窓
口
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
︒
自
己
負
担
の
割
合
は
︑

前
年
度
の
所
得
な
ど
に
よ
っ
て
変
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

住
民
生
活
課

保
険
年
金
係

電
話
９
２
︱
７
９
３
４

国
民
健
康
保
険
�
高
齢
受
給
者
証
�
更
新
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
�
高
齢
受
給
者
証
�
更
新
の
お
知
ら
せ

５
・
６
月
に
総
合
健
診
︵
特
定
健

診
＋
各
種
が
ん
検
診
︶
を
実
施
し
ま

し
た
︒
結
果
は
い
か
が
で
し
た
で

し
ょ
う
か
︒

健
診
は
受
け
た
も
の
の
結
果
の
見

方
が
分
か
ら
な
い
︑
生
活
の
改
善
が

必
要
と
い
っ
て
も
何
を
す
れ
ば
良
い

の
か
分
か
ら
な
い
⁝
と
い
う
方
は
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒

町
で
は
︑
保
健
師
・
看
護
師
・
管

理
栄
養
士
等
が
ご
自
宅
に
お
伺
い
し
︑

資
料
を
用
い
て
体
の
中
で
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
や
栄
養
な
ど
に
つ
い
て
の

説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
︒

健
診
結
果
に
つ
い
て
︑
ご
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
︑
保
健
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

基
山
町
保
健
セ
ン
タ
ー

電
話
９
２
︱
２
０
４
５

特
定
健
診
後
の
特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す

特
定
健
診
後
の
特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
て
い
ま
す

～
資
料
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
～

～
資
料
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
～

︿
有
料
広
告
﹀

国
土
地
理
院
が
毎
年
公
表
し
て
い

る
面
積
調
に
つ
い
て
︑
面
積
計
測
方

法
が
従
来
の
方
法
か
ら
変
更
と
な
り
︑

次
の
と
お
り
面
積
値
が
変
更
と
な
り

ま
し
た
︒

平
成
26
年
面
積
調

22
・
15
㎢

(平
成
25
年
面
積
調

22
・
12
㎢
︶

こ
れ
に
伴
い
︑
都
市
計
画
に
関
す

る
面
積
の
算
定
に
つ
い
て
︑
次
の
と

お
り
取
り
扱
い
ま
す
︒

○
市
街
化
区
域

４
４
８
・
８
ha

︵
４
・
４
８
８
㎢
)

変
更
前

４
４
８
・
８
ha

︵
４
・
４
８
８
㎢
)

○
市
街
化
調
整
区
域

１
︐
７
６
６
・
２
ha

︵
17
・
６
６
２
㎢
)

変
更
前

１
︐
７
６
３
・
２
ha

︵
17
・
６
３
２
㎢
)

１
ha
＝
０
・
01
㎢

※
問
合
せ
先

ま
ち
づ
く
り
課

電
話
９
２
︱
７
９
２
０

基
山
町
の
面
積
が
変
わ
り
ま
し
た

基
山
町
の
面
積
が
変
わ
り
ま
し
た
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日本年金機構への不正アクセス事案では、皆さんの年金情報が流出し、ご迷惑、ご心配を

おかけしております。この件で、口座番号を聞き出そうとする者や、「流出した個人情報

を削除してあげる」と持ちかけてくる者があらわれています。

日本年金機構から、 この件で電話やメールで連絡することは一切ありません。

なお、 流出が確認された方への新しい基礎年金番号は郵送でお知らせします。

日本年金機構が、 この件で皆さんにお金やキャッシュカードを要求したり、

ＡＴＭの操作をお願いしたりすることは一切ありません。

ご自分の情報が流出しているのでは？など、ご心配の方は、
下記専用電話窓口またはお近くの年金事務所へご相談ください。

日本年金機構 専用電話窓口（通話料はかかりません）

０１２０－８１８２１１
受付時間８：３０～２１：００（平日及び土日）

今回の不正アクセスにより、年金そのものが無くなったり、
減ってしまうことはないのですか？

今回の不正アクセスにより、皆さんの年金そのものが無くなったり、
減ったりすることはありません。
皆さんへの年金支払いの基となる年金記録を管理するシステムからの情報流出や年
金記録の改ざんは、確認されていません。なお、流出した基礎年金番号は、新しい
番号に変更いたします。番号が変わっても、皆さまの他の年金記録は変わりません。

横取りにより、皆さんに年金が支払われなくなることは、ありません。
年金はご本人に確実に支払います。
年金は、ご本人名義の口座に振り込みます。流出した情報を使い、他人が年金の振
込先を変更することはできません（振込先を変更するためには、金融機関の証明印
やご本人の預金通帳の写しなどにより、ご本人の口座であることを確認します）。

流出した情報を使い、他人がなりすますことで、
年金が横取りされることはないのですか？

年金の支払いが滞ることは、ありません。
万が一、支給日の１５日を過ぎても支払いがない場合には、お近くの年金事務所に
お問い合わせください。

年金の支払いに滞りはでませんか？

Ｑ＆Ａ

年金情報流出を口実にした
犯罪にご注意ください！！！
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Ｓ
Ｇ
Ｋ
︵
す
ご
か
︶
人
材
の
募
集
に
つ
い
て

Ｓ
Ｇ
Ｋ
︵
す
ご
か
︶
人
材
の
募
集
に
つ
い
て

町
で
は
地
域
活
性
化
事
業
と
し
て
︑

経
験
豊
か
な
シ
ニ
ア
層
を
﹁
Ｓ
：
Su

︵
す
︶
Ｇ
：
Go
︵
ご
︶
Ｋ
：
Ka
︵
か
︶

人
材
﹂
と
し
て
登
録
し
︑
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
活
か
し
て
︑
寺
子
屋
事
業

や
中
小
企
業
支
援
等
様
々
な
事
業
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
︒

今
回
︑
町
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る

経
験
豊
か
な
Ｓ
Ｇ
Ｋ
人
材
を
募
集
し

ま
す
︒
詳
細
は
基
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
︒

▽
対
象

教
師
Ｏ
Ｂ
︑
企
業
役
員
Ｏ
Ｂ
等
︑

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
特
技
を
活
か

せ
る
方

▽
参
加
申
込
み

参
加
希
望
の
方
は
︑
申
込
み
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
︑
総
務
企
画

課
に
お
越
し
い
た
だ
く
か
︑
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

※
申
込
み
・
問
合
せ
先

総
務
企
画
課

総
合
計
画
推
進
係
︵
役
場
３
階
︶

電
話
９
２
︱
２
１
８
８

基
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
:/
/
w
w
w
.to
w
n
.k
iy
a
m
a
.lg
.jp

平
成
28
年
４
月
に
採
用
す
る
基
山
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

平
成
28
年
４
月
に
採
用
す
る
基
山
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

▽
採
用
予
定
人
員

①
一
般
事
務

⁝

３
名
程
度

②
保
育
士

⁝
⁝

１
名

▽
受
験
資
格

①
一
般
事
務

昭
和
61
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
︵
学
歴
不
問
︶

②
保
育
士

昭
和
46
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
︑
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

・
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
方

・
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
保
育

士
資
格
取
得
見
込
の
方

▽
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

申
込
書
の
請
求

申
込
書
・
試
験
案
内
は
︑
総
務
企

画
課
で
交
付
し
ま
す
︒

郵
便
請
求
の
場
合
は
︑﹃
職
員
採

用
試
験
申
込
書
請
求
﹄
と
朱
書
き
し
︑

宛
名
を
明
記
し
た
定
型
の
返
信
用
封

筒
︵
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
入
る
大
き
さ
︶

に
︑
１
２
０
円
切
手
を
必
ず
貼
っ
て

同
封
し
て
く
だ
さ
い
︒

申
込
書
の
提
出
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
︑

写
真
欄
に
平
成
27
年
４
月
以
降
に
撮

影
し
た
本
人
の
写
真
を
貼
っ
て
︑
役

場
３
階
総
務
企
画
課
ま
で
ご
提
出
く

だ
さ
い
︒

郵
送
で
申
込
み
の
場
合
は
封
筒
の

表
に
﹃
職
員
採
用
申
込
み
﹄
と
朱
書

き
し
︑
必
ず
書
留
郵
便
で
お
送
り
く

だ
さ
い
︒

受
付
期
間

８
月
３
日︵
月
︶～
８
月
21
日︵
金
︶

︵
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
ま
で
︑
土
・
日
を
除
く
︶

※
郵
送
の
場
合
は
︑
８
月
21
日
︵
金
︶

の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
有
効
︒

▽
第
１
次
試
験

○
日
時

９
月
20
日
︵
日
︶

午
前
10
時
開
始

○
場
所

佐
賀
県
立
佐
賀
工
業
高

等
学
校

○
内
容

教
養
試
験

▽
第
２
次
試
験

○
日
程

11
月
上
旬

※
基
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
要
綱
等

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

総
務
企
画
課

行
政
係
︵
役
場
３
階
︶

電
話
９
２
︱
７
９
１
５

基
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
:/
/
w
w
w
.to
w
n
.k
iy
a
m
a
.lg
.jp

第
１
回
基
山
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

第
１
回
基
山
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
推
進
会
議
を
開
催
し
ま
す

創
生
推
進
会
議
を
開
催
し
ま
す

少
子
化
と
人
口
減
少
を
克
服
し
︑

将
来
に
わ
た
り
活
力
あ
る
地
域
を
維

持
し
て
い
く
た
め
の
﹁
基
山
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
﹂

の
策
定
に
か
か
る
会
議
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
︒

▽
日
時

８
月
３
日
︵
月
︶

午
後
１
時
30
分
か
ら

▽
場
所

役
場
４
階

大
会
議
室

▽
会
議
内
容

｢基
山
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
﹂
骨
子
案
に
つ
い
て

ほ
か

※
会
議
は
原
則
公
開
し
ま
す
︒
傍
聴

を
希
望
さ
れ
る
方
は
︑
当
日
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

総
務
企
画
課

総
合
計
画
推
進
係

電
話
９
２
︱
２
１
８
８
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生
ご
み
再
生
肥
料

無
料
配
布
の
お
知
ら
せ

生
ご
み
再
生
肥
料

無
料
配
布
の
お
知
ら
せ

｢
ご
み
﹂
か
ら
﹁
財
源
確
保
﹂
を
!!

資
源
物
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

｢
ご
み
﹂
か
ら
﹁
財
源
確
保
﹂
を
!!

資
源
物
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

ご
み
処
理
に
か
か
る
費
用
を
ご
存

知
で
す
か
︒
町
で
は
︑
年
間
２
億
円

以
上
の
税
金
が
ご
み
処
理
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
︒
こ
の
負
担
は
︑
ご
み
を

減
ら
せ
ば
軽
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
︒
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
は
︑
町

民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
日
頃
か

ら
意
識
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
必

要
で
す
︒

ご
み
を
減
ら
す
第
一
歩
は
︑
買
い

物
で
す
︒
不
要
な
物
や
過
剰
包
装
の

物
︑
使
い
捨
て
の
物
は
買
わ
な
い
︑

貰
わ
な
い
こ
と
が
と
て
も
大
事
で
す
︒

ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
し
︑
資
源
物

と
し
て
社
会
へ
循
環
さ
せ
る
こ
と
で

地
球
環
境
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
︒
ま
た
︑
有
価
物
と
し
て
売
却

す
れ
ば
︑
町
の
財
源
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
︒
平
成
26
年
度
は
古
紙
や

ダ
ン
ボ
ー
ル
︑
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら

５
０
０
万
円
以
上
の
財
源
が
生
ま
れ

ま
し
た
︒

し
か
し
︑
資
源
化
量
は
年
々
減
少

傾
向
に
あ
り
︑
特
に
有
価
物
と
し
て

売
却
で
き
る
お
菓
子
箱
等
の
雑
紙
を

含
む
古
紙
は
﹁
可
燃
ご
み
﹂
と
し
て

多
く
出
さ
れ
て
い
ま
す
︒

こ
の
よ
う
な
資
源
物
を
出
す
定
期

収
集
以
外
の
方
法
と
し
て
︑
町
内
２

箇
所
に
あ
る
資
源
物
回
収
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
︒
こ
の

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
排
出
ル
ー
ル
を

守
っ
て
も
ら
え
れ
ば
︑
24
時
間
︑
土
・

日
曜
日
︑
祝
日
も
ご
家
庭
の
資
源
物

を
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
︒

▽
場
所

①
役
場
西
側
テ
ン
ト
内

②
旧
社
会
福
祉
協
議
会
敷
地
内

▽
回
収
品
目

①
古
紙
︵
新
聞
紙
・
雑
誌
・
ダ
ン

ボ
ー
ル
・
牛
乳
パ
ッ
ク
︶

②
蛍
光
灯

③
食
用
油

④
乾
電
池

⑤
古
着

⑥
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
白
色
ト
レ
イ

※
こ
こ
は
︑
ご
み
置
き
場
で
は
あ
り

ま
せ
ん
︒
右
記
以
外
は
回
収
対
象

外
で
す
の
で
︑
適
切
な
排
出
方
法

で
定
期
収
集
に
出
し
て
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

住
民
生
活
課

生
活
環
境
係

電
話
９
２
︱
７
９
４
１

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
︑
生
ご
み
を

肥
料
に
変
え
る
﹁
生
ご
み
処
理
機
﹂

を
設
置
し
︑
生
ご
み
の
再
資
源
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
︒
そ
の
取
組
で

生
産
さ
れ
た
肥
料
を
無
料
で
配
布
し

ま
す
︒

▽
日
時

７
月
22
日
︵
水
︶

午
前
９
時
～
11
時

▽
場
所

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
︑
無

く
な
り
次
第
終
了
と
し
ま
す
︒

※
今
後
は
︑
偶
数
月
の
第
４
水
曜
日

の
午
前
中
に
︑
定
期
的
に
配
布
す

る
予
定
で
す
︒
配
布
日
近
く
に
な

り
ま
し
た
ら
︑
基
山
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

教
育
学
習
課

学
校
教
育
係

電
話
９
２
︱
７
９
８
０

基山町役場西側テント内

旧社会福祉協議会敷地内

コミュニティバスは
　　　　全線運行します！

きのくに 祭り

　「きのくに祭り」にお越しの際は、コミュニ

ティバスをご利用ください。

▷日時　７月１８日（土）
　 時間を延長して運行します。

　 詳しくは、きのくに祭りチラシをご覧ください。

▷注意

　 終日「基山駅前通り」バス停には停車しません。

　 「基山駅」バス停をご利用ください。

※問合せ先　まちづくり課　電話９２－７９２０
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平
成
27
年
４
月
か
ら
︑
５
千
円
以

上
の
﹁
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
︵
ふ
る

さ
と
納
税
︶﹂
を
い
た
だ
い
た
町
外

在
住
の
方
へ
︑
お
礼
の
品
と
し
て
基

山
町
の
特
産
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
︒

寄
附
額
に
応
じ
て
選
ん
で
い
た
だ

け
る
お
礼
の
品
は
︑
大
変
好
評
と

な
っ
て
い
る
た
め
︑
選
べ
る
特
産
品

を
増
や
し
︑
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
予

定
で
す
︒
特
産
品
を
増
や
す
に
あ
た

り
︑
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
企
業
や

生
産
者
の
方
へ
説
明
会
を
行
い
ま
す
︒

▽
日
時

７
月
31
日
︵
金
︶

午
後
６
時
30
分
か
ら

▽
場
所

基
山
町
民
会
館

１
階

第
１
会
議
室

▽
特
産
品
の
例

食
品
︑
工
芸
品
︑
雑
貨
な
ど
町
内

で
生
産
・
加
工
さ
れ
た
も
の
や
︑

そ
の
他
基
山
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る

も
の

▽
参
加
申
込
み

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
︑
７
月

28
日
︵
火
︶
ま
で
に
︑
担
当
係
ま

で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

▽
そ
の
他

①
希
望
多
数
の
場
合
は
︑
採
用
に
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

②
原
則
と
し
て
︑
基
山
町
内
の
企
業

や
生
産
者
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
︒

③
製
造
販
売
に
︑
許
可
・
免
許
が
必

要
な
場
合
は
︑
そ
の
許
可
・
免
許

が
必
要
で
す
︒

※
申
込
み
・
問
合
せ
先

・
産
業
振
興
課

商
工
観
光
係

電
話
９
２
︱
７
９
４
５

・
財
政
課

財
政
係

電
話
９
２
︱
７
９
１
７

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
お
礼
の
品
の
提
供

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
お
礼
の
品
の
提
供

物
品
に
関
す
る
説
明
会
の
お
知
ら
せ

物
品
に
関
す
る
説
明
会
の
お
知
ら
せ

川
柳
コ
ン
テ
ス
ト 
作
品
募
集

男
女
共
同
参
画

平
成
26
年
度
最
優
秀
作
品

｢
女
性
議
員  

総
理
の
席
が  

見
え
て
き
た
」

　｢男女共同参画社会」は誰もが多様な生き方から自分らしい生き方を選択し、その個
性や能力を発揮できる社会です。そんな社会の実現をめざし、あなたの想いを五・七・
五の川柳で表現してみませんか？

▷応募内容　｢男女共同参画」を題材に川柳を詠んでください。

　　たとえば…
　　★“男だから”“女だから”といったことに対し「あれ？」と感じた

　　　疑問や気づき、または「こうだったらいいのに」という願い

　　★家庭で、地域で、学校で、職場で、性別に関わらず、

　　　自分らしい選択、生き方で活躍している様子

　　★男女がともに働きやすい環境や、暮らしやすい社会をめざすもの

　　★男性の家事参画、女性の活躍をすすめるもの　　など

▷募集期間　９月 15日（火）到着分まで

▷応募方法　まちづくり課に応募用紙があります。

　まちづくり課
　　電話９２―７９２０

※申込み・問合せ先
アバンセ「男女共同参画川柳コンテスト」係
　電話０９５２―２６―００１１
　ＦＡＸ０９５２―２５―５５９１



きやま 12

(H27.7.15)

▽
日
時

７
月
18
日
︵
土
︶

午
後
１
時
30
分

▽
場
所

モ
ー
ル
商
店
街
通
り

▽
参
加
費

無
料

▽
定
員

小
学
生
20
名
︵
先
着
順
︶

▽
内
容

元
ア
マ
チ
ュ
ア
日
本
一
の
古
賀
先

生
に
よ
る
審
判
の
も
と
︑
抽
選
に

よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
を
行
い
ま

す
︒
１
位
～
３
位
に
は
︑
賞
状
・

ト
ロ
フ
ィ
ー
・
賞
品
を
差
し
上
げ

ま
す
︒

※
申
込
み
・
問
合
せ
先

・
基
山
商
工
会

電
話
９
２
︱
２
６
５
３

・
西
海
製
薬
株
式
会
社

電
話
９
２
︱
２
３
０
３

絵
本
か
ら
飛
び
出
し
た
︑
お
話
の

世
界
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

手
作
り
の
人
形
劇
や
絵
巻
物
語
に

大
人
も
子
ど
も
も
ワ
ク
ワ
ク
︒
簡
単

工
作
も
お
楽
し
み
に
！

▽
日
時

７
月
24
日
︵
金
︶

午
前
10
時
30
分
～
12
時

▽
場
所

基
山
町
民
会
館
小
ホ
ー
ル

▽
対
象

１
歳
以
上

▽
内
容

人
形
劇
﹃
９
９
９
ひ
き
の

き
ょ
う
だ
い
の
お
ひ
っ
こ
し
﹄・

絵
巻
物
語
﹃
も
も
た
ろ
う
﹄・
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
﹃
ど
う
ぶ
つ
か
く

れ
ん
ぼ
﹄
な
ど

▽
参
加
費

無
料

※
問
合
せ
先

お
話
サ
ー
ク
ル
ま
ぁ
ま
ぽ
け
っ
と

代
表

吉
田

電
話
０
９
０
︱
３
０
７
５
︱
６
１
９
８

▽
対
象

40
歳
ま
で
の
方

▽
採
用
予
定
者
数

２
名
︵
11
月
採
用
予
定
︶

▽
応
募
締
切

８
月
20
日
︵
木
︶

※
詳
細
は
︑
佐
賀
県
競
馬
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

佐
賀
県
競
馬
組
合
事
務
局

電
話
８
３
︱
４
５
３
８

h
ttp
:/
/
w
w
w
.s
a
g
a
k
e
ib
a
.n
e
t/

会
員
募
集

︻
ア
イ
パ
ッ
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
︼

第
35
回
ま
ぁ
ま
ぽ
け
っ
と
基
山
公
演

︻
お
話
サ
ー
ク
ル
ま
ぁ
ま
ぽ
け
っ
と
︼

人
権
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

〈
若
基
小
学
校
〉

 　

15
日
は
４
年
生
、
23
日
は
５

年
生
を
対
象
に
、
「い
じ
め
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
ビ
デ
オ
を
見
な
が

ら
、
登
場
人
物
の
気
持
ち
に
な
っ

て
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
授
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
い
じ
め
て
い

る
子
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子
、

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
る
子
の

そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち
を
考
え
、

発
表
を
す
る
こ
と
で
、
相
手
の
気

持
ち
を
考
え
る
こ
と
や
思
い
や

り
の
心
を
持
つ
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。

　

６
月
15
日
（
月
）
と
23
日
（
火
）
、

若
基
小
学
校
で
基
山
町
人
権
擁

護
委
員
に
よ
る
人
権
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

iP
a
d
な
ど
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用

し
て
︑
バ
イ
オ
リ
ン
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
︑
マ
リ
ン
バ
︑
琴
︑
フ
ル
ー
ト
︑

オ
カ
リ
ナ
な
ど
︑
様
々
な
楽
器
を
楽

し
く
奏
で
て
み
ま
せ
ん
か
？

楽
器
未
経
験
者
も
大
歓
迎
で
す
！

▽
日
時

毎
週
水
曜
日

午
前
10
時
～
12
時

▽
場
所

基
山
町
福
祉
交
流
館

２
階
多
目
的
室

▽
参
加
費

５
０
０
円
／
回

(入
会
金
は
あ
り
ま
せ
ん
︒︶

※
見
学
は
無
料
で
す
︒
活
動
日
に
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

ア
イ
パ
ッ
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

岩
谷

電
話
０
９
０
︱
５
２
８
７
︱
２
５
７
５

坂
口

電
話
０
５
０
︱
５
８
８
９
︱
２
１
６
２

き
の
く
に
祭
り

こ
ど
も
将
棋
大
会

︻
基
山
商
工
会
・
西
海
製
薬
(
株
)
】

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
︵
ふ
る
さ
と
納
税
︶
お
礼
の

品
の
提
供
物
品
に
関
す
る
説
明
会
に
つ
い
て

職
員
採
用
試
験

︻
佐
賀
県
競
馬
組
合
︼

不要図書リサイクルの
お知らせ

基山町立図書館では、除籍した図

書や寄贈でいただいて受け入れな

かった本の無料配布を行います。

ひとり１０冊までです。持ち帰り

用の袋等は、ご持参ください。

▷日時

　７月１８日（土）・１９日（日）

　午前９時～ 午後５時

▷場所

　基山町立図書館　玄関ホール

※問合せ先

　基山町立図書館

　電話９２－０２８９
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第１９回佐賀県さわやか
スポーツ・レクリエーション祭

　５月２４日（日）に第１９回佐賀県さわやか

スポーツ・レクリエーション祭が佐賀市、多久市、

小城市、武雄市で開催されました。

　この大会は、スポーツ・レクリエーションの

場を提供することで、生涯スポーツの振興と、

明るく生き生きした生活に寄与することを目的

に、毎年佐賀県が開催しているものです。町内

からは６４名が参加しました。

《ラージボール卓球》

　男子ダブルス１４５歳以上の部

　　第２位　内田 勝己・天本 芳広

　　第３位　梁井 弘清・権藤 益實

　女子ダブルス１４５歳以上の部

　　第３位　篠原 寿美江・澤田 史子　

《年齢別ソフトテニス》

　５０歳以上男子・４５歳以上女子ミックスダブルスの部

　　第３位　前田 文博・坂口 鈴子

　６５歳以上男子・６０歳以上女子ミックスダブルスの部

　　第３位　内橋 強・埋金 雪子

　７０歳以上男子・６５歳以上女子ミックスダブルスの部

　　第２位　飛松 洋・西嶋 久美子

　　第３位　東 久男・小野原 ハル子

主な成績（敬省略）

佐賀県食生活改善推進協議会
名誉会員表彰

　平成２７年度佐賀県食生活改善推進協議会総

会が５月２６日（火）に行われ、平成２６年度

名誉会員（９０歳以上の会員）として基山町の

白水靜代さんが表彰されました。

　食生活改善推進員は、「私たちの健康は私たち

の手で」をスローガンに、保健センターや地区

公民館での料理教室、保育園での調理実習体験

等、食を通した健康づくりのボランティアとし

て活動をしています。

　基山町食生活改善推進協議会は昭和４５年４

月に設立されました。白水さんはその立ち上げ

から携わり、現在も活動されています。今回の

表彰は、長年にわたり地域の食生活改善に貢献

したことが評価されたものです。

　今後もご活躍を期待しています。

▽
日
時

９
月
３
日
︵
木
︶・
16
日
︵
水
︶

両
日
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

(午
後
１
時
受
付
開
始
︶

▽
場
所

サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖

▽
申
込
書

鳥
栖
・
三
養
基
地
区
消
防
事
務

組
合
に
用
意
し
て
い
ま
す
︒

・
消
防
本
部

予
防
課
危
険
物
係

電
話
８
３
︱
７
９
９
６

・
西
消
防
署

予
防
係

電
話
８
９
︱
３
０
５
０

・
基
山
分
署

電
話
９
２
︱
７
９
１
１

▽
申
込
み
受
付
期
間

８
月
３
日
︵
月
︶
～
20
日
︵
木
︶

︵
持
参
の
場
合
︑
13
日
～
16
日
及
び

土
・
日
曜
日
は
除
く
︒︶

▽
提
出
先

佐
賀
県
危
険
物
安
全
協
会

〒
８
４
０
︱
０
８
４
３

佐
賀
市
川
原
町
８
︱
27

電
話
０
９
５
２
︱
２
２
︱
７
３
３
７

※
問
合
せ
先

鳥
栖
・
三
養
基
地
区
危
険
物
安
全

協
会
事
務
局

電
話
８
３
︱
３
１
８
１

▽
日
時

８
月
３
日
︵
月
︶

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
場
所

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

▽
相
談
料

無
料
︵
要
予
約
︶

▽
相
談
内
容

登
記
・
相
続
・
遺
言
・
会
社
設
立
・

成
年
後
見
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ラ
金

に
関
す
る
事
︒

簡
易
裁
判
所
訴
訟
代
理
・
そ
の
他

司
法
書
士
が
行
な
う
業
務
︒

※
月
・
木
曜
日
の
午
後
６
時
か
ら
８

時
ま
で
︑
電
話
に
よ
る
無
料
相
談

を
行
っ
て
お
り
ま
す
︒
こ
ち
ら
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
︒

無
料
電
話
相
談

０
９
５
２
︱
２
９
︱
０
６
３
５

※
問
合
せ
先

佐
賀
県
司
法
書
士
会

電
話
０
９
５
２
︱
２
９
︱
０
６
２
６

危
険
物
取
扱
者
の
保
安
講
習

︻
鳥
栖
・
三
養
基
地
区
危
険
物
安
全
協
会
︼

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

︻
佐
賀
県
司
法
書
士
会
︼
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基山町老人クラブ連合会
第１回グラウンドゴルフ大会

　６月 12 日（金）、多目的グラウンドで第１回

グラウンドゴルフ大会が開催されました。会員

82 名が参加し、会員同士楽しく交流を深めなが

ら、日頃の成果を発揮し熱戦を展開しました。

　　男性の部　 優　勝　 水田 敏雄（９区）

　　　　　　　 準優勝　 村山 正　 （９区）

　　　　　　　 ３　位　 酒井 厚吉（５区）　

　　女性の部　 優　勝　 井邊 安代（９区）

　　　　　　　 準優勝　 寺崎 清子（９区）

　　　　　　　 ３　位　 村山 敷乃（９区）

　　　　　

大会結果（敬省略）

基山ジュニアソフトテニスクラブ女子第３位
　　　～ＪＡ杯第３０回佐賀新聞学童
　　　　オリンピックソフトテニス大会～

　

　６月１３日（土）、佐賀市でＪＡ杯第３０回佐

賀新聞学童オリンピックソフトテニス大会が開

催され、県内男女３５チームが熱戦を繰り広げ

ました。子どもたちは、保護者の声援のもと、

大きな声を出し、 後まで気持ちを切らさずコー

トを躍動しました。

　１８チームで争った女子の部では、基山ジュ

ニアがチーム一丸となって健闘し、３位に入賞

しました。

第７回ドカベン香川杯
基山中学校野球部　第３位

　６月１３日（土）から２０日（土）にかけて、

福岡県古賀市千鳥ヶ池公園野球場等で、第７回

ドカベン香川杯軟式野球大会が開催されました。

　大会には、福岡県内外の３２チームが参加し

熱戦が繰り広げられました。

　基山中学校野球部は初戦を５対１で完勝し、

２回戦は１対０、３回戦は３対２と接戦を制し

て勝ち上がりました。準決勝で那珂川ベースボー

ルクラブに惜しくも敗れましたが、見事第３位

の成績を上げることができました。

基山町老人クラブ連合会
園児と花の植替え

　６月 19 日（金）、基山保育園で、園児と一緒

に園内花壇の植替えを行いました。子どもたち

は会員の指導を受けながら、１２０本の苗を丁

寧に楽しく植え付けていきました。
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第 17区自治会
安全防犯パトロール活動

　平成 20年７月に若基小とＰＴＡからの要請で

始まった第17区自治会安全防犯パトロールは、

活動を始めて今年で７年目になります。現在も

自治会、団体役員、ＰＴＡの皆さんで活動してい

ます。

　児童の登下校時に、通学路の要所要所に立ち、

児童の見守りや挨拶などの声かけを行うことで、

児童の安全確保、地域犯罪の抑止に取り組んで

います。

　自治会の悠友クラブの皆さんは、天候に関係

なく毎日公民館に集合し、児童の下校時の巡回

を行っています。

　「おかえり。」「ただいま。」の元気な声が、今

日もけやき台に響いています。

トリカイ人づくり応援基金
助成金贈呈式

　６月２３日（火）、町民会館で「トリカイ人づ

くり応援基金」の助成金贈呈式が行われました。

トリカイ人づくり応援基金とは、鳥飼建設株式

会社（鳥飼善治代表取締役）からの創立５０周

年記念寄附をもとに佐賀未来創造基金が創設し

たものです。選考の結果、県内９団体の応募の

中から６団体への助成が決定し、そのうち町内

からは４団体が採用されました。

　日創研佐賀経営研究会　　　　　（佐賀県域）

　特定非営利活動法人鳳雛塾　　　　（佐賀市）

　基山フューチャーセンターラボ　　（基山町）

　「霧島の花嫁」基山公演実行委員会（基山町）

　基山町商工会　　　　　　　　　　（基山町）

　めぐるたね　　　　　　　　　　　（基山町）

助成団体名（所在地）

ＪＩＣＡボランティア派遣
村山愛さんが町長を訪問

　６月２３日（火）、独立行政法人国際協力機構

ＪＩＣＡボランティア派遣員の村山愛さんが出

発前に町長を訪問されました。

　村山さんは、７月から２年間、バヌアツ共和

国の南太平洋大学サントセンターに司書として

派遣されます。現地では、書籍の補修、学生や

児童向けのサービス、プログラムの企画・実施

などの活動をされる予定です。

　村山さんは「バヌアツの人材育成への貢献や、

後世への書籍保存に尽力したい。」と抱負を語ら

れました。

　ご活躍を期待しています。

寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

基
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

︻
一
般
寄
附
︼

▽
第
15
区
子
ど
も
ク
ラ
ブ

７
︐
５
１
６
円

︻
香
典
返
し
︼

▽
井
上

光
行

小
林
︵
亡

美
代
子
︶

▽
上
垣

徳
芳

け
や
き
台
２
丁
目
︵
亡

栄
子
︶

▽
森
田

英
幸

け
や
き
台
２
丁
目
︵
亡

壽
子
︶

▽
龍
頭
ヨ
シ
子

園
部
団
地
４
︵
亡

正
利
︶

(敬
称
略
)



きやま 16

(H27.7.15)

基
山
町
役
場
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務
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画
課
／
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賀
県
三
養
基
郡
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山
町

大
字
宮
浦
666番

地
☎
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フ
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ホ
ー
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再
生
紙
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

７
Ｊ

Ｕ ＬＹ
今月の料理 「男性の料理教室」より

簡単パエリア 【炊飯器用】 ミルクスープ

❶ 米は研いでざるに上げ、水気を
良く切っておく。

❷ 海老は背わたを取り除き、足を
キッチンバサミで切り揃える。

❸ あさりは塩水（塩分濃度３％）
で砂抜きし、殻を丁寧に洗う。

❹ ミニトマトは半分に、さやいん
げんは斜めに切る。黄パプリカ
は種を取り除き、２cm角に切る。
玉ねぎ、にんにくは粗いみじん
切りにする。

❺ フライパンを熱し、オリーブ油
を入れ、海老の片面を焼く。返
したら、あさりを加え、蓋をし
て蒸し焼きにする。あさりの口
が開いたら、海老と共に取り出
す。

❻ ⑤のフライパンにオリーブ油を
入れ、にんにく、玉ねぎを入れて
炒める。

■ 材料 （４人分）

■ 作り方

かぼちゃ
にんじん
玉ねぎ
しめじ

■ 材料 （４人分）

キャベツ
ベーコン
コーン缶Ａ

❼ 炊飯器に米と⑥、Ａを加え、⑤の
えびとあさりを上にのせる。（炊
飯器の炊込みモードや硬めコー
スで炊く。）

❽ 残り時間が１０分になったら、
ミニトマト、さやいんげん、黄
パプリカを入れる。

❾ 炊き上がったら、一旦、上部の
具を皿に取る。ご飯は混ぜてか
らお皿によそい、その上に具を
飾る。

10 レモンを添える。

❶ かぼちゃは種を取り除き、２ cm
角に切る。にんじん、玉ねぎは
皮をむき、１cm角に切る。しめじ
は石づきを取り、ほぐす。キャ
ベツはざく切りに、ベーコンは
１cm幅に切る。

❷ 鍋にバターを熱し、玉ねぎを炒
め、透き通ってきたら、ベーコ
ンを加えて炒める。

❸ ベーコンから脂が出てきたら、
かぼちゃ、にんじん、しめじを
加えて炒め合わせる。

❹ ③にコンソメと水を加え、煮立っ
たらキャベツ、コーンを加える。
再び煮立ったら、火を弱めて、
１０分程度煮る。

❺ ④に牛乳を加えて煮立つ直前で
火を止める。塩・こしょうで味
を調えて器に注ぎ、みじん切り
にしたパセリを散らす。

■ 作り方

※エネルギー348kcal ／たんぱく質9.5ｇ
　脂質3.1ｇ／塩分1.3ｇ

※エネルギー147kcal ／たんぱく質6.4ｇ
　脂質7.1ｇ／塩分0.9ｇ

米
海老（殻付き）
あさり（殻付き）
ミニトマト
さやいんげん

２カップ
中４尾
６０ｇ
８個
４本

黄パプリカ
玉ねぎ
にんにく
オリーブ油
レモン

１/２個
小１個
小１片
適量
適量

サフラン
水＋魚介のダシ汁
チキンコンソメ
塩
こしょう

適量
２カップ
５ｇ
小さじ１/３
少々

バター
コンソメ
水

８０ｇ
４０ｇ
６０ｇ
６０ｇ

６０ｇ
３０ｇ
４０ｇ

小さじ１
５ｇ
４００ｃｃ

４００ｃｃ
少々
少々

牛乳
塩・こしょう
パセリ

　町では、基山町食生活改善推進協議会の協力のもと、「男性の料理教室」を開催し

ています。以前は、『男子厨房に入らず』と言われていましたが、そうは言えない時

代になってきています。女性が食事の準備を行う家庭が多いと思いますが、これから

は男性もその役割を担う機会が増えてくると思われます。健やかな生活を送るために

は、毎日の食事が欠かせません。教室では、初心者の方でも簡単に料理が作れるように、

また個人に合った食べ方や量などを把握できるように、支援を行っています。

　今月の料理は、「男性の料理教室」からの献立です。“簡単”をコンセプトに、パエ

リア鍋を使わず炊飯器で美味しく作ることができます。ぜひ、お試しください。

※問合せ ・ 献立レシピは 基山町保健センター 電話９２－２０４５　ＦＡＸ９２－２１４８

開館時間 午前９時～午後５時

休 館 日 毎週月曜日・祝日・毎月末日

詳しくはホームページまたはお電話で。

http://www.kiyama-lib.jp/
０９４２－９２－０２８９

ＨＰ
電話

◆ ラプラスの魔女　 　  東野 圭吾

◆ アルジャーノンに花束を
ダニエル・キイス

◆ 年金世代の介護よろずお悩み相談　
　　　    　　　　　  おち とよこ

◆ 劉邦（上）       　     宮城谷 昌光

◆ 人口減少時代の地方創生論
　　　　　　　　　  佐々木 信夫

◆ 超繁盛店のツボとコツがゼッタイにわかる本
　　　　　　　     　　　　　   岩崎 剛幸

◆ 実践！企業のためのマイナンバー取扱実務
　　　　　　　　　       榎並 利博

◆ 恐竜とあそぼう！　黒川 みつひろ

お話会のおしらせ
みんなでお話をきいてみませんか？

８月２日（日）

午前９時３０分より

児童室にて

「すいか！」

石津 ちひろ／文　村上 康成／絵

「あさですよ！」

ひろかわ さえこ／作 絵

新・図書館の

現場見学会を行います！ 日　時 ７月２６日（日） ※小雨決行

　　　  午前１０時～１１時３０分
　　　   （午前９時５０分 基山小学校体育館前 集合）

申込み・問合せ先　　基山町立図書館 ☎92- 0289

参加費 無料（要予約）　先着５０名程度

※中学生以下は保護者同伴

建設記念うちわ作り
ワークショップも

行います！
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